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図１２最大室率の変化（一般。コンペ）
開口率：
□２０％未満
目40-50未満
国２０－３０未満国３０－４０未満
回５０％以上
2鵬未満20-24％25-29％８卜34％３５%以上
図１０開口率の変化（アンケー ト）開口率
－沙
雲＝謡圃
暦ア妙．､§、
､ヅ .、
啄・・／°
／－－－－．．．．低鯨織識害
ゴー酷高断熱住宅
鯛溌溌蕊難
?』??
?
Ⅲ、 lllIlilill
．???
1９ ;輔輔鱗醗鰯瀧蝋蕊 驚灘溌蕊三＝
2０ 驚灘瀧職識織雛繍§鯉雛
卜雫－……Jへ、
???、‐???????????
～
園
綱＃
図１５住宅の凹凸度（一般・コンペ）
７．まとめ
高断熱。高気密化の技術の向上とその導入により、居
住空間はこの１０年の間にも急速に変化しつつあること
が明らかになった。高断熱住宅の設計者は、公室などの
オープン化に積極的な意識を持ち、かつ実際、それを居
住空間へと実践していた。例えば、吹き抜けやＬＤＫの
設置など住戸内の空間は平面的・垂直的にもオープン化
が進んでいる。それらは最大室率の増加や、より顕著に
はＥＨＬＤＫ型の出現といった、かっての平面類型では捉
えられない、緩やかに連続した居住空間を生み出してい
た。今後、高断熱・高気密化の技術がより一層進めば、
住居内のオープン化だけでなく、現在は必ずしも関心が
高くない外部空間を取り込んだ、より複雑な平面形態や
建築形態の出現も見られるかもしれない。
第２１回寒地技術シンポジウム（2005）
吹き抜け
居間への階段設置
フリースペース
LDKオー プン
デッキ・テラス
居間連続室
また空間構成だけでなく空間構成要素の設置において
もオープン化の動きが見られるが、「ＬＤＫのオープン」
や｢吹き抜け｣の設置は一般高断熱住宅でもそれぞれ８５％、
51％と高く、今後も２００２年のコンペ案が示すように高
い値を示し続けるのではないかと考える。一方２００２年の
コンペ案で高い値を示した「フリースペース」の設置は、
一般高断熱住宅では設置率が必ずしも高くない（33％）
ことからも、設計者意識と居住者要求が必ずしも一致し
ていない空間要素といえるかもしれない。
６．２屋外空間の取り込み
これまでコンペ住宅と一般高断熱住宅の比較について、
公室などのオープン化など、概ね両者共通の傾向などを
捉えた。最後に両者の異なる傾向について付記する。そ
の一つは外部空間取り込みについてである。コンペ住宅
では図１４のように約一畳分ある土間を“室内に取り込ん
だ”様な設計が見られるのに対し、一般高断熱住宅では
例えば矩形の平面に“付加した”様な設計が多い。住宅
の平面形態を見てもコンペ住宅の凹凸度*７は、３以上の
値を持つものが１９９５年、２００２年それぞれ４０％、４２％と
高いのに対し、一般高断熱住宅は１３％を占めるに過ぎな
い。図１３でも一般高断熱住宅の「デッキ・テラス」の設
置率は決して低くないが、やはりコンペ住宅の方が、一
部居住者要求を超えた挑戦的な平面形態を持っていると
言えるだろう。
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注）
｡’参考文献(1)
､２参考文献(2)
‘。新木造住宅技術研究会による高断熱住宅実施コンペ『私の街の素敵な家』は過
去４回（1995,1996,1999,2002年）に行われており、その中の第１回と第４
回から北海道に建設された住宅を取り上げた。
｡’居間に面して開口部を持ち、隣接して配されている室・文献(3)より１９８２年北
海道住宅の殆どに設置されていた。また、居間連続室のほとんどの床仕上げが
畳である。文献(4)では居間連続室は、多様な生活行為の場となることが多い
とされている。
｡s文献(5)pp,６４～６５で住宅の閉鎖性を述べている。
･６開口率は外壁全体に対する開口部の総延長比。南面の腰高窓については掃き
出し窓を１として補正率0.7を乗じて算出した。参考文献(5)pp､64～６５より
※足達の定義によると、開口部の総延長比に出入り口を含んでいるが、本研究
で窓（掃き出し窓を含む）のみとした。
･７凹凸度＝（ｘ－４）／２x:外周壁線の本数
参考文献(5)pp､６３～６４より１階の平面型の凹凸度を算出した。
〈参考文献〉
（１）野口孝博、足達富士夫：住宅の平面型とＬ,、,Ｋを中心とする公室空の形態、
日本建築学会計画系論文集第４７０号、1995,4
(2)佐藤勝泰、石川清英他：高性能住宅における生活行動と空間拙成その２空
間排成の変貌動向、日本建築学会北海道支部研究報告No.71,1998.3
(3)宇野浩三、足達富士夫他：公室空間の構成と生活形態-北海道の戸建住宅にお
ける公室空間に関する研究(1)、日本建築学会計画系論文集第401号、
1989,7
(4)宇野浩三、足達富士夫他：１階居住室の存在形態からみた住宅平面類型と住
み方類型-北海道の戸建住宅における公室空間に関する研究(2)、日本建築学
会計画系論文集第４０９号、1990,3
(5)足達富士夫編『北海道の住宅と住様式』北海道大学刊行会、1982.
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